
 
参考資料 １ 

 

収集・運搬
分別・解体

（ＦＲＰ・非ＦＲＰの分別、破砕機
に入る大きさに切断）

破砕・選別
（セメント焼成用の大きさに
粉砕）

リサイクル
（セメント焼成等）

・破砕機構の
耐久性

・環境対策
　（粉塵、騒音）
・効率的な異物

選別

・発熱量不足
・有害物質含有
　（塩素・重金属等）
・混合する安価
な廃棄物選定

・効率的な収集・
　積載

・解体作業場所の　
　確保

・効率的な
解体・分別

調合・分析
（受入基準への適合）

・セメント炉の
耐久性

・破砕片の
粉塵対策

ＦＲＰ廃船リサイクルシステム事業化に向けた
技術的課題

技　術　的　課　題技　術　的　課　題

 

 

 

　リユース可能な標準化船のイメージ

組み合わせ構造

交換容易艤装取り付け方法

リサイクル

リユース

長寿命ハルで経年廃棄物が減少。使用FRPも5%前後削減。

艤装品が簡単に取り外せて再利用容易

劣化部品のみの交換が容易

リペアが容易

取り外し、分別、輸送、処理が容易

リデュース

リユース ブリッジなどが簡単に取り外せて再利用容易

新構造ハル
リデュース
リユース

 


